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Abstract. 
We conducted a survey to investigate “How do students studying early childhood education hold 
chopsticks?: The way of holding and awareness regarding chopsticks”, and clarified the following: 
(1) Approximately 70 and 30% of the total subjects (students studying early childhood education + 
students studying other disciplines) held chopsticks in traditional and non-traditional manners, 
respectively. This situation has not changed for the past 10 years.  
(2) More than 90% of students who held chopsticks in a traditional manner responded that they 
learned the way of holding them from their family, showing the importance of cooperating with the 
family to establish favorable lifestyle habits.  
(3) Sixty-percent of students who held chopsticks in a non-traditional manner showed a “wish to 
correct their way of holding chopsticks”. The number of students with this wish was higher among 
those studying early childhood education than those studying other disciplines. This result was 
marked among 2nd compared with 1st year students.  
(4) As reasons for “wishing to correct the way of holding chopsticks”, many 1st year students responded 
“for my own sake”; however, 2nd year students responded “to be a role model for children after 
becoming a nursery teacher” and “to teach children”, revealing that they wished to correct their way of 
using chopsticks for the purpose of teaching favorable lifestyle habits to children in the future.  
Conventionally, nursery teachers cooperate with the family to help children acquire favorable lifestyle 
habits, such as holding chopsticks in the correct way.  
 However, since students who hold chopsticks in a non-traditional manner cannot teach the traditional 
way to their students, many of them wished to “correct their way of holding chopsticks”. Such 
willingness was brought about by their experience of early childhood education and nursery training 
practice they had received in the course. It is important to instruct students studying early childhood 
education on the correct way of holding chopsticks through “child health” lectures. 
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Ⅰ はじめに 
 生活習慣の獲得は、子どもたちが社会生活を営む
上での基礎となり、ひいては生涯を通じた健康を守る
上でも必要なものである。幼少期における年齢発達に
応じての支援は、正しい生活習慣の獲得につながって
いる。保育所や幼稚園では家庭と協力しながら子ども
たちに様々な生活習慣獲得のための支援をしている。 
表 1 
 
しかし、近年おいしく食べられれば箸の持ち方は関係
ないと考える思想もあるが、本当にそうだろうか。「伝
統的な箸の持ち方は、使わない指は一本もなく、５本
の指が満遍なく相互に連携して動き、巧妙なバランス
感覚と力の均衡で動く。伝統的な持ち方だけがすべて
の指の力を誘い出すことができる」（奥田、2013）¹⁾と
奥田は述べている。伝統的な箸の持ち方は、機能的に
も理にかなっており、また和食と一体になって長い歴
史の中で培われてきた。 
 ３歳半頃になると、家庭や保育所や幼稚園で箸の使
い方や食器の正しい持ち方を指導し、食事のマナーを
知らせていく（表 1）。最初は上手に持てないが、大人
たちの関わりにより、徐々に上手くなっていく。保育
系学生は保育士になると、子どもたちに箸の使い方を
教える立場になる。 
しかし、その保育士を目指す学生たちは、実際はど
のような箸の持ち方をしているのだろう。また、正し
く箸を使える必要性を感じているのだろうか。そして、
自分の箸の持ち方に対してどのように考えているのだ
ろうか。今回、学生へのアンケート調査をもとに、「保
育系学生たちの箸の持ち方に対する現状と考え方」を
保育系以外の学生と比較検討してみた。そして、この
調査を分析することで、今後の保育士養成における教
科目「子どもの保健Ⅰ」「子どもの保健Ⅱ」おける教育
の参考としたいと考えた。 
 
 
Ⅱ 方法 
（1）調査対象者 
Ａ県Ｎ市のＡ女子短期大学 1 年・２年生。保育士コ
ース６９名、養護教諭コース２８名、オフィスコース
２２名の計１１９名であった。 
（2）調査期間 
平成２９年５月２５日から６月１日。 
（3）調査方法と内容 
①質問紙調査 
実際に箸を持たせながら教員が立ち合い、質問紙に対
し回答を書き込んでもらった。質問紙調査は、授業前
に実施した。回答所要時間は１０～１５分であった。
（無記名） 
一般的に正しい箸の持ち方とされている箸の持「伝統
的な箸の持ち方」と定めた（奥田、2013）¹⁾ 
  
 ②質問紙 
 問１、いつごろ箸を持ち始めたか。 
 問２、正しい箸の持ち方ができているか。 
日常的な箸の持ち方を 8 種類の中から選択する。 
Ａ伝統的な持ち方  Ｂ      Ｃ         
    
Ｄ                Ｅ        Ｆ          
    
Ｇ        Ｈ 
  
問３、 
１）問２において、Ａ「伝統的な持ち方」と回答した
場合 
①いつごろその箸の持ち方になったのか。 
②誰に教わったか。 
③なぜそのように持つようになったか。 
④非伝統的な箸の持ち方を見たときどう思うか。 
 
２）問２において、Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ「非
伝統的な箸の持ち方」と回答した場合 
①いつごろその箸の持ち方になったか。 
②なぜそのように持つようになったか。 
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③非伝統的な箸の持ち方を見たときどう思うか。 
④箸の持ち方について誰かに何かを言われるか。 
⑤あなたは箸の持ち方を直そうと思うか。（その理
由） 
 
問４、食事で苦労したことがあるか。それはどうして
か。 
 
③倫理的配慮 
 調査対象者には、調査の趣旨、調査への回答は自由
であること、調査票は厳重に保管し統計的に処理 
が成されること、調査以外での使用はないことを口頭
にて説明し、調査への協力を依頼した。学生に対して
は、成績には一切影響しないことも追加説明した。調
査票の回収を持って、同意を得たものとした。質問紙
は無記名とした。 
 
Ⅲ 結果及び考察 
(１）箸の持ち方 
箸の持ち方には大きく分けて２つある。伝統的持ち
方と伝統的でない持ち方（以下、非伝統的持ち方と表
示する）である。前者は日本古来より言い伝えられて
きた持ち方をいい、Ａとした。伝統的でない持ち方
（非伝統的持ち方）を、Ｂ～Ｈとした。（奥田、
2013）¹⁾ 
 問１では、伝統的な持ち方の者は、保育系学生
66，7％に対して、保育系以外の学生は 74，0％だっ
た。(表 2) 
表２ 箸の持ち方                 
 
 
 
奥田の先行調査（奥田、2013）¹⁾でも、伝統的な持ち
方をしている女子大学生の平均 62，5％だった。これ
らを比較して考えると、今回の調査では保育系学生と
非保育系学生は大きな差はなく、10年前の奥田の先
行調査と比べるとあまり変化がないことがうかがえ
る。 
 次に非伝統的な箸の持ち方では、Ｇ型（交差してい
る）が最も多く、次いでＥ型（中指が２本の箸の
下）、Ｄ型（中指が２本の箸の上）と続く。食べにく
そうな、Ｇ型（箸が交差している）学生が１０％以上
いたことに驚く。(図 1) 
図 1 
 
(２)いつ頃その持ち方になったか。 
 「いつ頃からその持ち方になったか」という問いに
答えてもらった。伝統的な持ち方をしている学生（全
体：保育系＋保育系以外）の 27％が小学生以降、
19％が幼児期（～６歳）と答えているように、幼少期
に伝統的な箸の使い方を獲得したと思われる。しか
し、伝統的な持ち方をしている学生（全体：保育系＋
保育系以外）の約 50％が「分からない」と答えてい
る。(図 2) 
図 2 
①いつごろその箸の持ち方になりましたか？ 
伝統的な箸の持ち方の学生 
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非伝統的な箸の持ち方の学生 
 
 
さらに、非伝統的な持ち方をしている学生（全体：保
育系＋保育系以外）に至っては、80％近くが「分から
ない」と答えている。(図 2)これは、幼いため記憶が
あいまいになっていることが伺われる。より正確な結
果を得るために、今後は保護者を含めたアンケート調
査を実施することが必要と考える。 
 
(３）箸の持ち方は誰に教わったか。なぜそのように
持つようになったか。 
 伝統的な箸の持ち方の学生は、家族に箸の持ち方を
教わった（保育系学生：96，9％、保育系以外の学
生：94，0％）が最も多く、9割以上が家族に教わっ
ている。（家族：父・母・祖父・祖母・兄弟姉妹・親
戚） 
次いで、保育士・幼稚園教諭・教員（保育系学生：
1，6％、保育系以外の学生：1，6％）に教わってい
る。(図 3)この結果から、生活習慣の獲得は、家庭と
の連携なしでは考えられないことが伺われる。 
 
 
図 3 
誰に教わりましたか？(複数回答) 
 
 では、「なぜ、そのように持つようになったか」聞
いてみた。(図 4)伝統的な箸の持ち方をしている学生
は、「幼児期に練習した」（保育系学生：51人中 18
人、非保育系学生：40人中 17人）が最も多く、幼児
期の訓練によって獲得したといえる。また「家族に言
われて直した」（保育系学生：51人中 19人、非保育
系学生：40人中 14人）が続き、ここでも家族の働き
かけが重要であることが伺える。その他の中に少数で
はあるが、「鉛筆の持ち方を教わった時、自然に持っ
ていた気がする」「習字を習い始めて、箸も同じだと
教えてもらった」などの表現もあった。正しい鉛筆や
字の練習が、箸の持ち方に繋がっていることもわか
る。箸の持ち方と鉛筆の持ち方は関連している。谷田
貝は「２本の箸をまともに持って、下箸をぬいて、残
った上箸を適当なところまで引き上げた状態が、鉛筆
の正しい持ち方である。」（谷田貝、1985）⁴⁾と述べ
ており、箸を正しく持つという生活習慣の獲得と学習
は大きく影響しあっている。 
 一方、非伝統的な箸の持ち方の学生にも「なぜその
ように持つようになったか」聞いてみた。 
①親に教わらなかった（保育系学生：0人、保育系以
外の学生：0人）、 
②持ち方を直されたり、直せと言われたが直らなかっ
た（保育系学生：24人中 11人、保育系以外：13人中
6人） 
③いつの間にかそうなっていた（保育系学生：24人
中 12人、保育系以外の学生：13人中 6人） 
②と③を合わせると（保育系学生：24人中 23人、保
育系以外の学生：13人 12人）、ほとんどの学生が、
教わってはいるが直らなかったり、いつの間にか間違
った箸の持ち方のまま習慣化した様子が伺われる。 
 
 
図 4 
なぜそのように持つようになりましたか？（複数回答） 
 
(４)箸の持ち方に対する周囲の目：非伝統的な持ち方
を見たときどう思うか。 
 伝統的な箸の持ち方をしている学生の 8割近くが、
「少し気になる」「食べにくそうに思う」「直すよう
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に練習したらいいのにと思う」と答えている。（保育
系学生：86，4％。保育系以外の学生：77，1％）一
方、非伝統的な箸の持ち方をしている学生の７割近く
も「少し気になる」「食べにくそうに思う」「直すよ
う練習したらいいのにと思う」（保育系学生：７
２％、保育系以外の学生：６６，７％）と答えてい
る。やはり、箸の持ち方に対する周囲の目は厳しいと
感じる。特に、保育系の学生の方が箸の持ち方を気に
している傾向が強く、保育士になる意識を持っている
と感じる。 
 では、非伝統的な箸の持ち方をしている学生に対し
て、「箸の持ち方について、誰かに何かを言われる
か」聞いてみた。「言われる」（保育系学生：６５，
２％、保育系以外の学生：５４％）と、半数以上が周
囲に箸の持ち方を指摘されている。しかも、指摘され
ても直っていない実態がわかる。さらに、保育系学生
のほうが、周囲から箸の使い方を指摘されている率が
高いことがわかる。 
 
(５)食事で苦労したことがあるか。 
 その箸の持ち方で食事のとき苦労したことがあるか
聞いてみた。伝統的な持ち方の学生は、９３，５％の
学生が「食事で苦労したことがない」と答えていて、
非伝統的な持ち方の学生も８７，５％の学生が「食事
で苦労したことがない」と答えている。伝統的な持ち
方の学生は食事で苦労することが少ないのは当然だ
が、非伝統的な持ち方の学生も食事で苦労していない
ことがわかる。非伝統的な持ち方の学生のほとんど
が、習慣化し慣れているから不自由を感じていない実
態が伺える。 
 
(６)大人になってから箸の矯正をする意思があるか。 
 ここで、非伝統的な持ち方の学生に箸の持ち方を直
そうと思うか尋ねたところ、「はい」が６１%であっ
た。（保育系学生：６９，６％、保育系以外の学生：
５３，３％）特に保育系学生の方が直したいという考
えがやや多いことがわかる。さらに、「はい」と答え
た保育系学生を１年生と２年生で比べたところ、（１
年生：５４，５％、２年生：８３，３％）２年生のほ
うが、箸の持ち方を直したいという意識がやや高い。
それは２年生になると保育所実習や幼稚園実習に行く
ため、子どもと食事をする機会も多く、箸の持ち方を
気にするようになるのだろう。自由記述で箸の持ち方
を直したい理由を聞いてみた。１年生の理由は、「大
人になったとき大事だから」「大人になったとき恥ず
かしいから」「みっともないから」など個人的な理由
が多いが、２年生は「保育士になったとき見本になる
から」「子どもに教えることがあると思うから」など
子どもたちへの指導を視野に入れた理由が多かった。 
 このことから、保育系学生は非伝統的な箸の持ち方
を指摘される頻度は高く、また、大人になってもまだ
変える気構えを示していることが伺える。 
 面白いのは、高校生のとき伝統的な持ち方に直した
学生２名の回答に、「バイト先で指摘され直した」
「彼氏に言われて直した」という記述があり、興味や
関心があれば何時からでも変えていくことができるこ
とを示している。 
 
Ⅳ おわりに 
 保育系学生は「どのように箸を持っているか？：箸
の持ち方と箸に対する考え方の現状」を探る目的で調
査研究を行ったところ、いくつかのことが明らかにな
った。 
①全体（保育系＋非保育系学生）の約７割が伝統的な
持ち方をしており、約３割が非伝統的な箸の持ち方を
している。奥田の先行調査（奥田、2013）¹⁾と比較す
ると、ここ１０年は大きな変化はない。 
②伝統的な箸の持ち方をしている学生の 9 割以上が、
家庭で教わったと答えていて、生活習慣の獲得には家
庭との連携が重要である。 
③非伝統的な持ち方をしている学生のうち６割は、「伝
統的な箸の持ち方に直したい」と思っている。なかで
も保育系学生は非保育系の学生より多くの者が、「伝統
的な持ち方に直したい」と考えている。それは１年生
より２年生の方が、その率はやや高くなる傾向であっ
た。 
④「伝統的な箸の持ち方に直したい」理由として、保
育系１年生では、「自分自身のため」が多かったが、２
年生になると「保育士になったとき見本になるから」
「子どもに教えることがあるから」など子どもたちへ
の生活習慣の指導のために、箸の使い方を今からでも
直したいと考えていることがわかった。 
保育所や幼稚園で、生活習慣を獲得することの意義
について、無藤はこう述べている。「生活習慣の獲得は、
自立を手に入れ、自分の健康を自分で守れるようにな
る。園で身につけた生活習慣は、子どもたちが社会で
生きていくうえでの基礎となる。大人になってから、
必要なくなる生活習慣はほとんどない。自然に体が動
くほどいつでも、どこでもできる力として生活習慣を
獲得しておくことが、今後の彼らの健康を守る上でも
必要である。」（無藤、2015）¹²⁾ 
本来ならば、保育士は箸の使い方などの生活習慣を獲
得できるよう、家庭と協力しながら保育所や幼稚園で
援助していく。 
しかし、非伝統的な箸の持ち方の学生は伝統的な箸の
資料 
使い方を子どもたちに教えることが出来ないため、「今
からでも伝統的な持ち方に直したい」と考えている学
生が多いことがわかった。これは入学後に受けた教育
や保育実習などの経験を通して、より真剣に箸の持ち
方を学びたいと考えていることを意味する。子どもの
保健の授業を通して、保育学科の学生に正しい箸の持
ち方を習得できるよう指導していくことが大切である。 
Ⅴ 今後の課題 
 今回は調査期間が限られていたため、被験者が十分
でないことが残念であった。今後も調査を続け、被験
者を増やし今回見られた結果が普遍的といえるのかど
うか確認したい。また経年的推移も調べていきたい。
今回の研究調査の対象が学生だけであったが、より正
確な情報を収集するためには、保護者への調査も視野
に入れていきたい。 
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